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122 ? ? ? 茨昇214
　　　　　　　　　　　　プラネタリウムだよリ
団今年中のプラネタリウム毎月の話題は次の如く獲表されました・
????????????批麗な冬空の驚異
建國紀元々年の空
泰の墨座ミ曙に集ふ遊星
太陽の驚｝’も日食の話
北枢の一年，南極の夜空
「時ミ暦」の話
????????????? 火星の訪問・銀河の彼方
「月世界」た巡る
「屋の一生」ご謎の蓮星・愛光星
ロ1マンス豊か79秋の県．座
流星s：馨星
珍らしい南氷洋の空
回プラネタリウム解二者募集，會員中よりプラネタリウム天文部員を下記の如
き條件で募集して居りますので，志望拍よ電氣科學館へ直接御三合せ下さb．
　　1．洗面正確にして辮舌の爽やかな事
　　1．身髄脳建にして誠實「なる堵一
　　　　　　　　　　　　編輯室　よ　り
　木會が事解として創〃：して早や20年の星霜を積む事となり・占術雑誌「天
界」も朗に200號を突破したのは一・三年F火の事であった・今次の聖職が束：亜臼・
満・支三國の文化提携の大理想に巡進ずるものである時，否人等天文學に携はる
者も三山の眞意義を記して，月本の天交墜を満・支に進めねばならない・特に
新回忌の建設に當ってはどの方面の理學も國内の統合した力で以って當って行
かねばならなV・．
　本心は此の大局面に鑑み國内の二二，在外會員とのより一二の緊密な親睦を
間り，木會を杢會員三位り天文團膿として結ばれて行きたい事を希ぴます．ノミ
界も杢官員に杢頁を開放すると同時に學術二心として内容を丁丁します・
　天界副誠木「銀河」はノ（界と併讃して頂く様に編輯方針を樹て痴話大阪支部
が獲行ずるもの「6・ありますから，本會員は天界と同様に銀河を愛誠される事を
望みます，（P．（，生）
　　　　　　　　　　　　　天界蕾貌を望む
　　　　　天界錦lr　3，5，9號　　　以j二4肝濃・渡希望者は乞御照會
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